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「⑥市民憲章
』

』

私
は
誇
帰
す
す
す

わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史に11
ぐくまれた我孫子の市民です。
ら渋じ盤ぽ笛鰄敵化都市をめざす市民些製；

りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにしまZ
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびごにしまで
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにしまY
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで詰しあいきまりを守り明るいあびこにします

「

我孫子市役所秘書室広報広聴課
〒270－11我孫子市我孫子185Ba0471(B5)1111
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§ 新しい水道料金に変わ

水
道
斜
念

蕊蕊蕊霧職欝 』、露“錘…霧X窺蕊翻鳶鍾零I劃k

＝申し込みは7月29日(月)から8月9日閏まで＝

市
で
は
、
平
成
９
年
度
採
用
予

定
の
市
轍
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

▼
職
種
。
資
格
下
表
参
照

▼
必
要
書
類
等

①
試
験
申
込
齊
（
人
事
課
で
交
付
）

伝
③
に
必
要
な
書
類

届’ |料金改定にご理解

’
）水道料金比較表(1m3あたり）

引
き
上
げ
率
平
均
幻
％
を
内
容

と
す
る
水
道
料
金
改
定
案
は
、
平

②
写
真
１
枚
（
縦
４
．
５
、
横
３
．

５
セ
ン
チ
、
パ
ス
ポ
ー
ト
用
写
真

と
同
サ
イ
ズ
）
上
半
身
無
帽
で
最

近
３
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の

③
職
種
ご
と
に
次
の
書
類
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
（
上
表
参
照
）

▼
受
験
手
続
き
自
筆
の
試
験
申

込
譜
に
写
真
を
の
り
付
け
し
、
７

月
”
日
（
月
）
か
ら
８
月
９
日
（
金
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
（
た
だ

し
、
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
ま
で

に
、
市
役
所
人
率
課
へ
（
③
の
書

類
と
と
も
に
提
出
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
９
日

（
金
・
消
印
有
効
）
の
も
の
ま
で

受
け
付
け
し
ま
す
。

▼
試
験
日
９
月
型
日
（
日
）

▼
試
験
会
場
我
孫
子
中
学
校

▼
問
い
合
わ
せ
人
事
課
人
事
係

壷
（
露
）
１
１
１
１
内
線
２
３
２

(表1 恥位:円

さ
ら
に
経
営
の

改
革
を
推
進

途｜基本料金|超過水量|新料金|現行料金|引き上|瀬’用

11m3から

20m3まで

平
境
副
諮
⑳
引
壱
上
げ
に

18158 140

21m3から

30m'まで
165 3 6201

↑1，250
一般用

(10m3)

31m3から

40m3まで
190 5 9249

41m3から

50m3まで
215 9 23()7

成
８
年
６
月
市
議
会
定
例
会
で
可

決
さ
れ
、
実
施
が
決
ま
り
ま
し
た
。

水
道
局
で
は
、
さ
ら
に
安
全
で

良
質
の
水
を
お
届
け
す
る
た
め
、

老
朽
管
を
更
新
し
、
久
寺
家
浄
水

場
に
は
非
常
用
発
電
機
を
設
迩
す

▼採用職 種。受験資格

採用予定数 受験資格職種 51m3から

100m3まで
129369

240
男噌鑿沸灘謂隙‘月’

192101m3以上|432
消 防士 若干名

＊基本料金は据え置きです

*上記料金に消費税3％を乗じた金額が水道料金となります

※詳しくは給水課料金係念(84)0111へお尋ねください

t

男|昭和43年4月2日から昭和52年4月1
保母(父）

篝千名|女|呈剰言繁纂鰯鰯；
(表2）使用水屋別料金比較表(一般用、1月あたり）単位:1り

昭和37年4月2日から昭和51年4月1

日生まれで免許を有する方及び平成9

年5月31日までに免許取得見込みの方

る
な
ど
の
事
業
を
進
め
ま
す
。

同
時
に
、
水
道
局
の
職
員
定
数

を
３
人
減
員
す
る
こ
と
を
は
じ
め

業
務
委
託
の
見
直
し
や
受
水
費
の

抑
制
な
ど
、
経
営
の
改
革
に
祇
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

男
・
女

引き上げ額現 行 料 金新料金使用水量(m')保健婦(士） 若干名

2，650 18(）20 2，830

’
男i昭和37年4月2日から昭和52年4月1
．1日生まれで免許を有する方及び平成9
女|年5月31日までに免許取得見込みの方

|若干名看護婦(士） 23

3，145 2883，433

(謹繍&）
E

男i昭和43年4月2日から昭和52年4月1
・旧生まれで免許を有する方及び平成9
女|年5月31日までに免許取得見込みの方

若干名栄養士

4，840 4，300 54030

今
回
の
引
き
上
げ
率
は
型
・
妬

％
か
ら
型
％
に
し
た
た
め
、
平
成

８
年
度
か
ら
３
か
年
の
赤
字
が
、

約
１
億
９
千
万
円
見
込
ま
れ
ま
す
。

料
金
改
定
を
実
施
し
て
も
、
依

然
と
し
て
赤
字
財
政
が
予
想
さ
れ

昭和37年4月2日から昭和51年4月1

日生まれで免許を有する方及び平成9

年5月31日までに免許取得見込みの方

男
。
女

7，330 6，200 1,1304(）
理学療法士 1名

10，400 8，350 2，05050

男I昭和41年4月2日から昭和54年4月1
女旧生まれの方で学歴を問わない

給食調理員 若干名 10，750 3，34060 14，090

13，150 4，6307(） 17,780※｢消防士｣以外のⅡ翻重については外国籍の方も受験できます

20，350 8，5()0100 28，850
ま
す
が
、
今
後
と
も
幟
員
一
丸
と

な
り
、
経
営
努
力
を
垂
ね
〃
サ
ー

ビ
ス
向
上
〃
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。◎

水
道
料
金
は
口
座
振
替
を

毎
月
率
日
は
水
道
料
金
納
入
期

限
日
で
す
。
水
道
料
金
は
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
水
道
局

壷
（
謎
）
０
１
１
１

収
入
役
に
新
井
洋
氏

空
席
と
な
っ
て
い
た
収
入
役
新
井
氏
は
昭
和
弱
年
我
孫
子

に
、
７
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
町
役
場
に
入
り
、
こ
れ
ま
で
識

新
井
洋
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。
会
事
務
局
長
、
企
画
財
政
部
便
、

石
井
忠
水
道
事
業
管
理
者
の

辞
任
に
伴
い
、
７
月
１
日
付
け

を
も
っ
て
新
た
に
土
屋
忠
男
氏

削
躍
灘
に
土
屋
忠
男
氏

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

44，350 27，70072，050200

116,350 85，3002()1，6505()0

’
417，650 236，35(） 181,3001,000

※各家庭への諦求響の金額は、下水道料金も合わせ
た 合 計 金 額 と な っ て い ま す 。

土屋忠男氏 新井洋氏

＊が
枕
任
し
ま
し
た
。

土
屋
氏
は
昭
和
認
年
我
孫
子

町
役
場
に
入
り
、
こ
れ
ま
で
都

市
部
長
、
企
画
財
政
部
長
、
総

務
部
長
、
消
防
長
等
、
市
の
要

職
を
歴
任
。
昭
和
廻
年
哩
月
狸

日
生
ま
れ
。
住
所
は
栄
嘔
の
増

新
井
氏
は
昭
和
弱
年
我
孫
子

町
役
場
に
入
り
、
こ
れ
ま
で
議

会
事
務
局
長
、
企
画
財
政
部
便

市
民
部
長
、
総
務
部
長
等
、
市

の
要
職
を
歴
任
。
昭
和
皿
年
４

月
過
日
生
ま
れ
。
住
所
は
湖
北

台
８
の
廻
の
型
、

日時8月3日(土)午後7時から8時30分

（ただし、雨天・荒天の場合は4日または

手賀沼花火大会痢蕊器蝋上附洲剛糊卜，
※交通規制等詳しくは次号の広報でお知らせします

し問い合わせ商工観光課窓(85)1111内線505

｜

’

｜
’

＊
＊

－

下 総 基地の米軍機使用絶対反対

消防士

給 食調理員

保母(父）

保健婦(士）
看護婦(士）
栄養士

理学療法士

住民票または普通自動車運転
免許証の写しのいずれか1通

保母(父)の資格証明書（取得

見込証明書）

資格免許証の写し、取得見込
みの方は､卒業幌込み)証明書
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大
だ

こ
雛

っ
通
伽

び
交
脈

一
句
家

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
の
交
一

事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
ち
一

つ
こ
交
通
安
全
大
会
を
開
催
、

蔵
す
。
交
通
安
全
教
育
は
坐

熟
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
要

望
を
的
確
に
と
ら
え
、
よ
り
効
率

的
に
実
現
し
て
い
く
た
め
、
今
後

３
年
程
度
の
期
間
を
か
け
て
、
行

政
運
営
や
組
織
の
効
率
化
を
図
る

行
政
改
革
を
実
施
し
ま
す
。

今
年
の
４
月
に
は
、
行
政
改
革

を
推
進
す
る
上
で
基
本
と
な
る

「
行
政
改
革
指
針
」
を
策
定
。
こ

の
指
針
は
、
市
議
会
の
意
見
や
市

民
の
代
表
で
作
ら
れ
た
「
行
政
改

革
市
民
推
進
委
員
会
」
の
意
見
等

を
取
り
入
れ
策
定
し
た
も
の
で
す
。

指
針
で
は
、
改
革
の
重
点
事
項

と
し
て
①
事
務
事
業
の
見
直
し
、

②
財
政
描
造
の
見
直
し
、
③
組
織

機
織
の
見
直
し
、
④
定
員
管
理
お

よ
び
給
与
の
適
正
化
、
⑤
効
率
的

な
行
政
運
営
と
職
員
の
能
力
開
発
、

⑥
情
報
化
の
推
進
と
窓
ロ
サ
ー
ビ

行
政
改
革
の
具
体
化
に
着
手

皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
実
施
し
ま
す

ス
の
向
上
、
⑦
公
共
施
設
の
設
壷

お
よ
び
管
理
運
営
、
の
７
つ
の
項

目
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
こ
の
指
針
に
基
づ

き
、
改
革
の
具
体
的
な
目
標
や
手

順
を
示
す
「
行
政
改
革
推
進
実
施

計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
現
在
は

同
計
画
策
定
の
た
め
、
市
役
所
を

挙
げ
て
業
務
の
見
直
し
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
直
ち
に
実
施
で

き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

中
に
具
体
化
を
図
り
実
施
し
ま
す
。

実
施
計
画
は
、
行
政
だ
け
で
は

な
く
、
市
民
推
進
委
員
会
を
は
じ

め
、
で
き
る
限
り
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
踏
ま
え
て
策
定

し
て
い
き
ま
す
。
ご
意
見
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
封
書

に
住
所
氏
名
を
明
記
し
、
行
政

改
革
推
進
室
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
交
通
事
故
に
よ
り
死

亡
ま
た
は
傷
害
を
受
け
た
方
を
救

済
す
る
た
め
、
交
通
災
害
見
舞
金

制
度
を
設
け
て
い
ま
し
た
が
、
見

舞
金
等
の
充
実
を
図
る
た
め
、
９

月
１
日
か
ら
市
民
が
任
意
に
加
入

で
き
る
、
掛
け
金
制
度
の
千
葉
県

市
町
村
交
通
災
害
共
済
制
度
に
移

行
し
ま
す
。

万
一
の
時
に
備
え
て
、
共
済
制

度
に
ぜ
ひ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

▼
加
入
で
き
る
人
９
月
１
日
現

在
、
市
内
に
住
民
登
録
ま
た
は
外

国
人
登
録
し
て
い
る
方
、
お
よ
び

居
住
す
る
予
定
の
方

▼
年
会
蜜
１
人
７
０
０
円
（
９

月
１
日
以
降
は
、
加
入
月
に
よ
り

な
お
、
計
画
の
内
容
は
策
定
次

第
、
広
報
あ
び
こ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▼
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
我
孫

子
１
８
５
８
市
役
所
行
政
改
革
推

進
室
査
（
運
１
１
１
１
内
線
２
８

１

少毎少宮エ作敬宮
家
族
全
員
で
加
入
し
ま
し
ょ
う

陶芸家ぼくも私 も

会
費
が
異
な
り
ま
す
が
、
随
時
加

入
申
し
込
み
は
で
き
ま
す
）

▼
有
効
期
限
９
月
１
日
か
ら
翌

年
８
月
誕
日
ま
で

▼
対
象
と
な
る
事
故
自
動
車
・

自
動
二
輪
・
自
転
車
を
運
転
中
の

事
故
、
ま
た
は
歩
行
中
の
事
故

▼
共
済
見
舞
金
＊
死
亡
：
．
１
５

０
万
円
＊
傷
害
：
２
万
円
か
ら

即
万
円
ま
で
＊
身
体
障
害
：
．
傷

害
見
舞
金
の
ほ
か
に
釦
万
円
丁

級
ま
た
は
２
級
障
壹
＊
交
通

遺
児
§
遺
児
１
人
に
つ
き
、
万
円

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
共

済
掛
け
金
を
持
参
し
、
８
月
１
日

（
木
）
か
ら
鋤
日
（
金
）
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
（
た
だ
し
、
土
。

夏
休
み
少
年
少
女
工
作
教
室
は
、

今
年
で
狸
回
目
。
今
回
は
、
陶
芸

を
し
ま
す
。
自
分
の
手
で
土
を
い

じ
り
、
花
瓶
や
カ
ッ
プ
を
作
っ
て
、

夏
休
み
の
思
い
出
に
し
ま
せ
ん
か
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
き
い
。

▼
日
程
。
内
容
下
表
参
照

▼
場
所
湖
北
地
区
公
民
館

▼
対
象
・
定
員
小
学
校
４
年
生

か
ら
中
学
生
ま
で
・
先
着
和
名

▼
参
加
費
１
人
１
０
０
０
円

（
材
料
費
含
む
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
〈

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
、
保
謹
者
名
、

’

▼交通災害共済制度出張受付 日
曜
日
を
除
く
）
に
市
民
生
活
課

交
通
防
犯
係
（
市
役
所
西
別
館
３

階
）
壷
（
理
１
１
１
１
内
線
３
３

０
へ
（
各
支
所
で
も
、
左
表
の
と

お
り
出
張
受
け
付
け
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
じ

▼少年少女工作教室
「
工
作
教
室
参
加
希
望
」
と
明
記

し
、
我
孫
子
１
６
８
４
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
青
少
年
係
云
（
理

１
１
５
１
へ

市
で
は
、
毎
年
９
月
に
高
齢
者

の
長
寿
を
祝
い
、
敬
老
祝
金
と
祝

品
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
新
た
に
対
象
と
な
る
方

（
大
正
巧
年
・
昭
和
元
年
生
ま
れ

の
方
、
お
よ
び
平
成
７
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で

に
転
入
さ
れ
た
、
歳
以
上
の
方
）

に
は
、
申
錆
書
等
を
お
送
り
し
ま

し
た
の
で
、
お
早
め
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
昨
年
度
ま
で
に
申
請

済
み
の
方
は
、
再
度
申
請
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
新
た

に
対
象
と
な
る
方
で
、
申
講
審
が

届
い
て
い
な
い
方
は
、
高
齢
者
福

祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
９
月
１
日
現
在
で
市

内
に
引
き
続
き
５
か
月
以
上
居
住

し
、
次
に
該
当
す
る
方

〈
敬
老
祝
金
〉

◎
万
歳
の
方
・
…
１
万
円
大
正
７

I
１
１

敬
老
祝
金
・
祝
品
を
贈
呈
一

年
９
月
２
日
か
ら
大
正
８
年
９
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◎
叩
歳
の
方
．
：
１
万
２
０
０
０
円

明
治
“
年
９
月
２
日
か
ら
明
治
“

年
９
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◎
蝸
歳
の
方
…
２
万
円
明
治
調

年
９
月
２
日
か
ら
明
治
訓
年
９
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◎
即
歳
以
上
の
方
・
・
２
０
０
０
円

大
正
５
年
廻
月
誕
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
、
た
だ
し
、
銘
歳
、
弱
歳

の
方
は
除
き
ま
す
。

〈
敬
老
祝
品
〉

◎
加
歳
か
ら
氾
歳
の
方
。
：
大
正
６

年
１
月
１
日
か
ら
昭
和
元
年
哩
月

瓢
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

▼
申
請
期
限
８
月
２
日
（
金
）

▼
贈
呈
方
法
祝
金
は
口
座
振
込

し
ま
す
。
祝
品
は
各
地
区
の
民
生

委
員
が
直
接
お
届
け
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
高
齢
者
福
祉
課

霊
（
蓮
１
１
１
１
内
線
３
１
０

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
文
響
作
成

で
、
査
格
を
取
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

好
評
の
あ
び
こ
Ｐ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ

で
は
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
〃
一
太

郎
バ
ー
ジ
ョ
ン
６
″
を
使
っ
た
、

日
商
検
定
試
験
を
目
指
す
識
座
を

開
講
し
ま
す
。
模
擬
試
験
を
含
む

細
澗
繊
鋪
聴
受
講
生
を
募
集

へ

市
民
プ

ラ
ザ
パ
ソ
コ
ン

７
月
１
日
付
け
で
、
市
の
人
事

異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
課
長
級

以
上
の
異
動
者
お
よ
び
新
し
い
峨

名
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
部
長
級
＊
総
務
部
長
…
森
田

わ
た
る

渉
＊
保
健
福
祉
部
長
：
・
大
野
木

英
夫
＊
建
設
部
長
：
風
澤
雑
完

＊
消
防
長
：
・
渡
辺
耕
三
＊
議
会

事
務
局
長
・
・
中
村
莚
識
＊
監
査

委
員
事
務
局
長
・
・
・
水
村
哲
也

◎
部
次
長
級
＊
保
健
福
祉
部
次

’
▼PCカレッジ講座

耐
職
員
の
人
事
昌
動

教

|室

し

長
兼
障
害
福
祉
課
長
：
・
坂
上
正
之

＊
建
設
部
次
長
兼
施
設
建
設
課
長

ゆ
き
お

…
増
田
将
夫
＊
水
道
局
次
長
兼

技
術
監
理
課
長
：
・
須
藤
昭
二
＊

消
防
本
部
次
長
兼
総
務
課
長
・
・
小

さ
よ
じ

笠
原
蛍
代
治
＊
社
会
教
育
部
次

長
兼
社
会
教
育
課
長
兼
市
史
編
さ

ん
室
長
．
：
村
越
隆

◎
課
長
級
＊
課
税
課
長
・
・
山
崎

康
夫
＊
都
市
建
設
公
社
・
土
地

た
い
じ

開
発
公
社
課
長
：
浅
倉
泰
司

磨
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
パ
ソ
コ
ン
相
談
も
ご
利
用
を

毎
月
第
４
金
蝿
日
午
前
、
時
か

ら
正
午
ま
で
、
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で

も
相
談
（
予
約
制
）
を
行
っ
て
い

ま
す
。お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
受
講
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

休
館
日
（
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
参

照
）
を
除
く
毎
日
、
午
前
、
時
か

ら
午
後
７
時
ま
で
に
、
直
接
市
民

プ
ラ
ザ
垂
（
銅
）
２
１
１
１
へ

ｊ
ｌ

交
通
災
害
見
舞
金
制
度
が
変
わ
り
ま
す

心身障害児の

就学･教育相談

=ぜひご相談ください二

心
身
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
日
（
火
）
・
誕
日
（
水
）
い
ず
れ
も

の
持
っ
て
い
る
力
を
伸
ば
す
た
め
午
前
、
時
か
ら
午
後
４
時

に
、
ど
の
よ
う
な
教
育
内
容
や
機
▼
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

会
が
必
要
な
の
か
を
、
障
害
児
教
▼
対
象
心
身
に
障
害
の
あ
る

青
に
雛
わ
る
専
門
家
が
相
談
に
応
児
童
・
生
徒
、
お
よ
び
就
学
前

じ
ま
す
。
ふ
だ
ん
保
識
者
と
し
て
、
の
子
ど
も
と
そ
の
保
謹
者

お
子
さ
ん
の
教
育
に
つ
い
て
悩
ん
▽
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

で
い
る
こ
と
や
疑
問
に
つ
い
て
、
電
話
で
７
月
詔
日
（
火
）
ま
で
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
務

▼
日
時
７
月
調
日
（
月
）
・
卯
係
壷
（
閉
）
１
１
５
１
へ

日程

8月19日

(月）

8月20日

(火）

場所

つくし野支所

湖北台支所

湖北支所

布佐支所

受付時間

9時から11時30分

13時30分から16時

9時から11時30分

13時30分から16時

日程

8月6日（火）10：00～15：00

8月7日（水）13：00～16：00

8月20日（火）10：00～15：00

8月29日（木）10：00～11：30

内 容

作品制作

絵付け

作品配付
・鑑質

献 血に

ご協力を
夏
は
、
輸
血
用
の
血
液
が
不

足
す
る
時
期
で
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所
７
月
瓢
日

（
水
）
午
前
９
時
釦
分
か
ら
、
時

妬
分
、
午
後
１
時
か
ら
３
時
・

市
役
所
本
庁
正
面
玄
関
前

▼
問
い
合
わ
せ
厚
生
課
垂

弱
）
１
１
１
１
内
線
３
７
７

全国地域安全運動
ボスター・標語を募集
◎全国モデルボスター…①ひつだくりにご用llp少年の非
行防止⑧暴力追放④その他“器根絶･悪質商法対策など）
し応募方法①から④のテーマを選び、B3判の画用紙を

横に使い､裏面に住所､氏呂､年齢､職業または学校名、

作品のねらいを記入して郵送(作品にｽﾛー ガﾝやｷｬｯ

チコピーは入れないこと）

◎全国ﾓデﾙ標語…①少年の非行防止②暴力追放

し応募万法①．②のﾃｰﾏ別に､ハガキ(縦書き）に標

語､住所､氏名､年齢､職業または学校名を明記し､郵送

囮応募資格高拠主以上”

圏賞最優秀賞･優秀賞を決定尼･畠瞳を贈呈）

圏応募先･問い合わせ7月26日(金･必着）までに柴崎

904の1我孫子警察署生活安全課念(82)0110内臓60へ

講座名

一太郎Ver,6

(ワープロ）

（
表
計
算
）

エ
ク
セ
ル

ウィンドウズ3.1

ウィンドウズ95

パソコン通信

検定誰座

検定識座(学生）

濃学生の方は、申し込む際に学生

証をご持参ください。

初級

中 級

ビジネス綱

単
元

8

8

4

8

1

2

4

13

受講料

20,000円

20,000円

15,000円

28,000円

2,300円

4,600円

12,300円

30,000円

25,000円
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こ
の
春
、
沿
道
の
空
き
缶
を
拾

い
な
が
ら
、
新
潟
県
柏
崎
市
か
ら

東
京
都
中
央
区
の
勤
務
先
ま
で
３

０
６
希
画
を
６
日
間
で
完
走
し
た
仁

部
均
さ
ん
。

出
身
地
福
岡
県
で
中
学
校
時
代

か
ら
陸
上
韓
技
を
始
め
、
別
府
大

分
マ
ラ
ソ
ン
で
は
２
時
間
諏
分
の

記
録
を
持
つ
本
格
派
ラ
ン
ナ
ー
。

６
年
前
か
ら
我
孫
子
市
に
住
む

よ
う
に
な
り
、
自
宅
付
近
を
走
る

た
び
、
沿
道
に
落
ち
て
い
る
空
き

缶
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。

「
自
然
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ

な
が
ら
走
っ
て
い
る
と
、
お
の
ず

と
拾
う
よ
う
に
な
り
ま
し
て
ね
」
。

今
回
「
自
然
を
大
切
に
」
の
ゼ

ッ
ケ
ン
を
つ
け
て
走
っ
た
〃
環
境

マ
ラ
ソ
ン
″
は
、
こ
ん
な
日
常
生

健康食品で ［望黙．

被害にあわないために
函
空
き
缶
拾
い

活
か
ら
思
い
立
っ
た
。
ま
ず
ゴ
ー

ル
イ
ン
す
る
の
は
勤
務
先
と
決
め
、

本
州
を
横
断
す
る
コ
ー
ス
を
考
え
、

入
念
な
計
画
を
立
案
。
仕
事
に
支

障
を
き
た
さ
ぬ
よ
う
春
の
連
休
６

日
間
を
利
用
し
て
日
程
を
組
む
と
、

１
日
の
走
行
距
離
は
蛆
錆
ロ
か
ら
釦

野
。
に
な
っ
た
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

と
日
本
橋
の
会
社
か
ら
自
宅
ま
で

最
近
、
雑
誌
や
広
告
で
「
万
病

に
効
果
が
あ
る
」
「
簡
単
ダ
イ
エ

ッ
ト
」
な
ど
と
、
巧
み
な
商
法
で

高
額
な
健
康
食
品
を
売
り
つ
け
ら

れ
る
被
害
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

健
康
食
品
と
は
、
一
般
に
消
裁

者
が
健
康
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
に

効
果
が
あ
る
と
期
待
し
て
職
入
す

る
医
薬
品
以
外
の
も
の
を
言
い
ま

す
。

健
康
食
品
で
「
持
病
が
悪
化
し

た
」
「
湿
し
ん
が
で
た
」
な
ど
の

被
害
情
報
は
、
昨
年
、
月
ま
で
の

５
年
間
に
、
全
国
か
ら
国
民
生
活

セ
ン
タ
ー
へ
約
１
１
０
０
件
の
情

報
が
寄
せ
ら
れ
、
被
害
者
の
多
く

は
、
加
歳
か
ら
釦
歳
代
の
若
い
女

性
が
全
体
の
３
割
以
上
を
占
め
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
う
し
た
被
害
に
あ

わ
な
い
た
め
の
お
話
を
し
ま
す
。

○
強
引
に
大
量
に
買
わ
せ
る
販
売

方
法被

害
者
の
７
割
以
上
が
訪
問
版

Ｉ
Ｄ
即
凪
込
屈
な
凸
、
四
ｏ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
Ⅲ
１
１
町
ｌ
１
４
Ｄ
３
ｊ
６
ｌ

P

ロ
■
’
一 〔

■

'1

1

売
や
通
信
販
売
な
ど
で
契
約
。

「
万
病
が
治
る
」
「
や
せ
る
」
な

ど
と
言
葉
巧
み
に
勧
め
ら
れ
、
長

期
間
飲
ま
な
け
れ
ば
効
果
が
な
い

と
、
４
分
の
１
以
上
の
人
が
釦
万

円
を
超
え
る
大
逓
の
健
康
食
品
を

職
入
し
て
い
ま
す
。

○
こ
ん
な
被
害
に
ご
注
意
を

健
康
食
品
に
よ
り
、
湿
し
ん
や

お
う
と

下
痢
・
吐
き
気
・
嘔
吐
な
ど
が
起

こ
り
、
身
体
の
異
常
を
販
売
員
に

訴
え
る
と
、
「
体
内
の
毒
素
が
出

て
い
る
」
「
好
転
反
応
」
だ
か
ら

飲
用
を
続
け
る
よ
う
に
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
体
質
に
合
わ
な
い
も

の
を
飲
食
し
続
け
て
、
か
え
っ
て

症
状
を
悪
化
さ
せ
、
入
院
し
た
ケ

ー
ス
も
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。○

健
康
食
品
で
健
康
を
害
さ
な
い

た
め
に

健
康
食
品
は
あ
く
ま
で
も
食
品

で
す
。
医
薬
品
の
よ
う
な
効
果
を

走
っ
て
帰
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

最
大
の
難
所
、
三
国
峠
越
え
は

自
然
の
大
パ
ノ
ラ
マ
に
感
動
し
な

が
ら
走
れ
た
が
、
二
つ
の
ト
ン
ネ

ル
の
中
で
は
車
に
あ
お
ら
れ
「
生

き
た
心
地
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
」
。

皮
肉
な
こ
と
に
上
り
坂
の
方
が

空
き
缶
は
多
く
、
自
然
が
豊
か
な

場
所
ほ
ど
そ
の
陰
に
ゴ
ミ
が
捨
て

■一

３
０

新潟県柏崎市から東京まで
蝋環境マラソン､で完走した
にべひとし

仁部均さ ん
（布佐平和台） ６

キ
ロ 期

待
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
被
害
に
あ
わ
な
い

た
め
に
も
毒
次
の
こ
と
に
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

＊
効
能
・
効
果
を
う
た
う
よ
う
な

体
験
談
を
載
せ
た
チ
ラ
シ
や
広
告
、

製
品
自
体
の
紛
ら
わ
し
い
表
示
、

販
売
員
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
惑

わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
体
質
に
合
わ
な
い
こ
と
も
多
く

ら
れ
て
い
る
こ
と
も
再
認
識
。

自
転
車
と
バ
イ
ク
で
伴
走
し
て

く
れ
た
会
社
の
同
瞭
二
人
が
拾

っ
た
缶
を
運
ん
だ
が
、
そ
の
数

は
４
３
４
個
に
も
な
っ
た
。

「
若
い
頃
は
記
録
へ
の
挑
戦

で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
走
る

こ
と
を
社
会
貢
献
に
結
び
つ
け

た
ど
と
、
走
行
距
離
に
ち
な

み
３
万
６
０
０
円
と
勤
務
先
か

ら
の
カ
ン
パ
を
、
障
害
者
の
ス

ポ
ー
ツ
に
役
立
て
た
い
と
「
光

と
愛
の
事
業
団
」
に
寄
付
。
今

後
は
目
の
不
自
由
な
ラ
ン
ナ
ー

の
伴
走
な
ど
も
し
た
い
と
い
う
。

市
の
体
育
指
導
委
員
を
務
め
、

ｍ
月
開
催
の
「
手
賀
沼
マ
ラ
ソ

ン
」
で
は
競
技
委
員
と
し
て
婆

方
に
徹
す
る
。

詔
歳
。

手
賀
沼
船
上
学
習
会
参
加
者
募
集

手
黄
沼
親
水
広
場
で
は
、
夏

休
み
期
間
中
、
手
賀
沼
の
環
境

問
題
を
考
え
る
船
上
学
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
親
子
で

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

▼
日
時
８
月
空
日
（
木
）
、
詔

日
（
金
）
、
型
日
（
土
）
、
”
日

（
火
）
、
い
ず
れ
も
午
前
、
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で

Iこ

桃

消
防
本
部
で
は
、
女
性
の
皆
さ

ん
に
防
火
・
防
災
の
意
誠
を
高
め

て
い
た
だ
き
、
一
般
家
庭
か
ら
の

出
火
防
止
と
初
期
消
火
、
近
隣
の

火
災
に
対
す
る
防
火
協
力
な
ど
防

火
思
想
の
普
及
と
啓
発
を
図
る
た

あ
り
ま
す
。
身
体
の
異
常
を
訴
え

て
も
な
か
な
か
解
約
に
応
じ
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
試
し

て
み
た
い
と
き
は
、
試
供
品
を
も

ら
う
か
箒
少
量
だ
け
の
峨
入
に
と

ど
め
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

＊
身
体
に
不
調
が
あ
っ
た
場
合
は
、

直
ち
に
飲
食
を
中
止
し
て
医
師
に

船 ▼
場
所
手
没
沼
親
水
広
場

▼
内
容
船
上
か
ら
の
手
変
沼
の

自
然
や
水
質
観
察
、
食
用
油
（
廃

油
）
か
ら
の
石
け
ん
づ
く
り
な
ど

▼
対
象
小
学
校
４
年
生
か
ら
中

学
生
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
親

▼
定
員
各
日
と
も
先
請
訓
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

▼
参
加
費
無
料

Ｉ

夏休み親子野外映画会 婦
挑
砺
火
ク
諺
ブ
舅
募
集

～
刃

夏
休
み
親
子
野
外
映

画
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
７
月
幻
日

（
日
）
午
後
７
時
か
ら
９

時
（
小
雨
決
行
）

▼
場
所
柴
崎
台
中
央

公
園
（
参
加
謎
無
料
）

▼
上
演
作
品
①
が
ん

ば
れ
マ
ー
ち
ゃ
ん
②
め

を
さ
ま
せ
ト
ラ
／
③
ワ

ン
ワ
ン
物
語
ほ
か

▼
持
参
敷
物

▼
問
い
合
わ
せ
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
壷

（
記
）
１
１
５
１

b

市
民
図
書
館
で
は
、
子
ど
も
た

ち
に
夏
休
み
の
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
、
「
夏

休
み
お
た
の
し
み
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
４
歳
か
ら
皿
歳
ぐ
ら
い
ま

で
の
〃
子
ど
も
た
ち
集
ま
れ
／
・
〃

▼
日
程
下
表
参
照

▼
内
容
大
型
影
絵
へ
素
話
な
ど

（
３
会
場
と
も
同
じ
内
容
で
す
）

▼
参
加
費
無
料
（
直
接
会
場
へ

お
い
で
く
だ
さ
い
）

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
図
書
館
毎

（
鍵
）
１
１
１
０

、 め
、
「
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
」
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
市
主
催
の
防

災
訓
練
な
ど
に
参
加
し
、
火
災
予

防
の
知
識
と
火
災
時
の
適
正
な
処

謹
方
法
、
救
急
応
急
処
置
な
ど
を

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
商
品
販
売
に
つ
い
て
の

被
害
に
あ
っ
た
ら
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
〈
壷
（
顕
）
０
９
９
９
〉
に

連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
消

費
生
活
係
壷
（
塗
１
１
１
１
内
線

３
２
９

▼
持
参
筆
記
用
具
、
弁
当
、

飲
み
物
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

８
月
１
日
（
木
）
か
ら
電
話
ま
た

は
直
接
、
手
賀
沼
親
水
広
場
垂

（
鍵
）
０
５
５
５
へ
（
た
だ
し
、

月
曜
日
の
休
館
日
を
除
く
毎
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
訓
分

ま
で
）

市
民
図
書
館

卜
盾
隔
脈
脇

お
た
の
し
み
会

▼夏休みおたのしみ会日程 習
得
し
、
防
火
活
動
を
通
じ
て
地

域
の
連
帯
意
識
の
輪
を
広
げ
る
と

と
も
に
、
地
域
の
婦
人
防
火
の
リ

ー
ダ
ー
役
と
し
て
活
動
し
、
安
全

な
地
域
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

▼
資
格
市
内
在
住
の
女
性

▼
募
集
人
員
若
干
名

▼
問
い
合
わ
せ
消
防
本
部
予
防

課
予
防
係
云
（
理
０
１
１
９

四
月
の
末
に
林
の
縁
で
、
ア
ケ

ビ
が
新
葉
を
つ
け
、
つ
る
を
仲
ぱ

あ
、
』

い
、
、
、

？
し、 1

． ／－， ､一、

～ ～
W･,"ノ

『，」旦二＝

秘
一

L〆1

，F≦‐

ケビア

あ
ゆ
み
の
郷
公
社
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
夏
休
み
期
間
中
、
ミ
二

し
て
、
形
の
お
も
し
ろ
い
薄
紫
色

の
花
を
垂
ら
し
て
い
ま
し
た
。

花
に
は
雄
花
と
雌
花
の
別
が
あ

り
、
花
び
ら
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

花
び
ら
の
よ
う
な
形
を
し
た
ガ
ク

片
が
三
枚
あ
り
ま
す
。

花
の
大
き
さ
は
雌
花
の
方
が
大

き
く
、
花
の
数
は
雄
花
の
方
が
多

い
よ
う
で
す
。

＜ ＞も うす ぐ 夏休み▼
応
募
方
法
。
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ
に
標
語
（
１
枚
に
つ
き

５
点
以
内
）
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
ま
た
は
学
校
名
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
８
月
誕

日
主
・
消
印
有
効
）
ま
で
に

塵
暴
力
団
追
放
標
語

SI_'""･S'－，．ﾀザｲｸﾙで
三＝＝

‐

一一

楽しんで．まげんかみ
(あけび科）

〒
２
６
０
千
葉
市
中
央
区
中
央

４
の
週
の
７
干
葉
県
酒
造
会
館

内
（
財
）
千
葉
県
暴
力
団
追
放
県

民
会
議
壷
０
４
３
副
壼
娚
）

鈴
俳
評
艫
へ

※
ハ
ガ
キ
以
外
の
応
募
は
無
効

Ｓ
Ｌ
お
よ
び
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の

営
業
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
営
業
期
間
７
月
加
日
（
祝
）
か

ら
９
月
１
日
（
日
）
ま
で
（
た
だ
し
、

雨
天
・
荒
天
の
場
合
を
除
く
）

▼
営
業
時
間
午
前
、
時
か
ら
午

後
５
時

▼
場
所
手
賀
沼
公
園

▼
利
用
料
金
＊
ミ
ニ
ｓ
Ｌ
…
１

周
１
０
０
円
＊
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
．
：
３
時
間
５
０
０
円
（
３
時
間

以
降
１
時
間
超
え
る
ご
と
に
１
０

０
円
）
小
学
生
以
下
は
半
額

▼
問
い
合
わ
せ
あ
ゆ
み
の
郷
公

社
壷
（
記
）
１
１
３
０
（
た
だ
し
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

あ
け
ぴ
ノ

「
ほ
の
か
な
る
通
草
の
花
の

散
る
や
ま
に
啼
く
山
鳩
の
こ

ゑ
の
寂
し
さ
」
斎
藤
茂
吉

ア
ケ
ビ
の
果
実
は
熟
す
と
紫

色
に
色
づ
き
、
縦
に
裂
け
て
細

か
い
種
子
の
入
っ
た
果
肉
を
露

出
し
ま
す
。
ア
ケ
ビ
の
名
は
裂

け
る
実
、
「
開
け
実
」
に
由
来

し
て
い
ま
す
。
ア
ケ
ビ
の
果
肉

は
、
食
べ
る
と
甘
味
が
あ
っ
て

美
味
で
す
。
ま
た
、
果
皮
を
い

た
め
も
の
に
し
た
り
、
若
芽
を

お
ひ
た
し
な
ど
に
し
て
食
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

か
ご

つ
る
は
丈
夫
で
、
寵
な
ど
を

作
る
よ
い
材
料
で
す
。
乾
燥
し

た
茎
は
恐
騨
と
呼
び
、
消

炎
や
利
尿
剤
と
し
て
使
わ
れ
ま

」

す
。（

文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）’

日程。定員

7月23日(火）
(各回60名）

7月25日(木）
(各回50名）

7月26日(金）
(各回80名）

時間

①午前11
②午後1

①
②
③

午前11
午後1
午後3

q

③午後3

:前11

00～11

30～2

00～11：45

30～2：15

00～3：45

11：45

2：15
3：45

一
一
一

０
０
０

０
３
０

45

15

場所

湖北地区公民
館第1学習室

図嘗館布佐分
館第1会議室

市民会館第
4．5会議室
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シ日時7月18日(木)午後1時30

分から3時（参加費無料）

伝場所保健センター

※お子様連れは、ご遠慮ください
かなの01

シ講師後藤和徳（市歯科医師会）
し申し込み・問い合わせ希望者

は電話で7月17日(水)までに保健

センター丑(87)1131へ

夏 休み折り紙 教 室
｢かわいいどうぶつをおろう」’ つくし野夏祭り

｜

シ曰時・場所8月1日(木)午後

4時から7時、身体障害者福祉セ

ンターグラウントミ（雨天の場合は、

あらき園内に変更）

し内容盆踊り、模擬店など

傍問い合わせ身体障害者福祉セ

ンター念(88)0141まだはあらき園

容(88)4188
ー

倹

’
シ日時7月28日(日)午前9時か

ら正午（雨天決行）

し場所古利根沼中央我湖水路広

場（参加費無料）

しテーマ「トンボを探そう」

似持参長そで、長ズボン

し問い合わせ古利根の自然を守
っ毎こ

る会土子公(87)2341

１
１

I

'｜

’
’
1

I
鰯
唖
フ
月
鰯
溌

し日時7月19日(金)午後7時

（雨天決行）

し場所湖北駅北口前広場

し内容金魚すくい、おはやし、

ビンゴゲーム大会（ビンゴカートミ

は湖北駅北口商丁会加盟店で配付）

し問い合わせ石井盃(88)0809

’ １
１１

１

｜

’

伝日時・集合場所7月23日（火）

午前8時45分湖北駅南口集合、9

時出発（雨天決行）

しコース湖北駅南口出発後天王

台北近隣センターで昼食、市民プ

ラザまで（昼食は主催者で用意）

し問い合わせ平和行進実行委員

長加藤壷(89)1781（午後6時から

10時まで）

’
申し込み

勵1劃〕せ

し日時・場所9月1日(日)午前

9時受付、市民体育館

し種目硬式の部･･･シングルス

（中学生の部、40歳未満の部、40

歳代の部、50歳以上の部の各男女

別)、ダブルス(中学生の部、一般

の部の各男女別)、ラージの部…

シングルス、ダブルス（年代別な

し、男女別）

※硬式とラージ両方に出場は不可

シ参加資格市内在住・在勤・在

学者

惨参加費シングルス1人300円

（中学生100円)､ダブルス1組600

円（中学生200円）

伝申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、電話番号、所属団

俸名、大会g、種目を明記し、8

月16日（金・必着）までに白山3

の1の33の205中山妙子恋(8231

77へ

’
シ曰時・場所7月26日、8月2

日、9日、16日、30日のいずれも

金曜日、布佐近隣センター･･午後

1時30分から3時、根戸近隣セン

ター･･午後6時から7時30分。7

月29日、8月5日、12日、19日、

26日のいずれも月曜日、新木近隣

センター･･･午後1時30分から3時

シ会費1会場5回分1人1000円

し申し込み・問い合わせ電話で

講習前日までに勝部盆(84)6372へ

国｡回国
’
シ練習日時・内容月4回月曜日

＊太極拳気功…午後6時から7

時30分＊太極拳・カンフー…午後

7時30分から9時

し場所根戸近隣センター（ただ

し、場所が確保されだ場合に限る）

し講師勝呂胆逗子

レ会費月額1人3000円

※気功・カンフーとも、参加料金

は同額

し申し込み・問い合わせ電話で

桑島a(82)3658へ

鍼
》

’’

瀞廿曰時・場所7月19日(金)午後

5時30分開場、湖北地区公民館

伝入場料無料

凸出演三遊亭とん楽（予定）ほ

か

し問い合わせ深山盆(88)1526

－

納税は便利な口座振替を
7月31日(水)は、固定資

産税・都市計画税第2期分

の納付期限です。忘れずに
納めましょう。

なお、ロ座振替にすると

納め忘れもなく便利ですの

で、ぜひご利用ください。

=収税課識(85)1111＝

…ふれあい手賀沼の会
日秀･中里の巨木と史跡探険

天王台北地区まちづくり協議会
『夏のお楽しみ会」 “

あい．あびこ''協力会員
干葉県濤人鬘察薑

平成8年7月1日現在＊人口125,749人(前月比十155人）

＊男62,893人＊女62,856人＊世帯数43,680世帯

妊婦のための歯科講演会
r妊娠中に知ってほしい歯の話」 商工会経営者育成

異業種交流事業

空手道クラブ会員

あらき園，身伽障害者福祉ｾﾝﾀー
合同盆踊り大会

障害者対象ブール開放
｢おたまじゃくしの会」

手賀沼船上視察
(石けん利用推進ｷﾔﾝベー

平成8年度昼間細ﾓﾆﾀー

第52回訴鵬ｳｵﾂﾁﾝク
第2回鯏橘ども捌鰄同時雛

市民ソフトテニス教室 日曜当番医｡1週間の行事

田付

16火

17水

18木

19金

Z⑪①

麺’
22月

2冠火

24水

25木

2⑰金

27土

Z8e

29月

ろ⑪火

51水

酢つつじ荘・西部福祉センター休館

"法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

函税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）

画休日当番医＝テレホンサービス
毎休日救急歯科診鼠日=休日救急歯科診畷所(市民会館内)9:冊~11:30
”市民図霧餡・つつじ荘・西部福祉センター休館
毎少年の日

画日曜当番医＝テレホンサービス

毎休日叙急歯科診霞日=休日救急歯科診蔚所(市民会館内)9:00~11:30
画結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00
画･家庭の日

雷心配ごと相談＝布佐市民センター本館9:00～15:00
画市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館
”つつじ荘。西部福祉センター休館

〃法律相談＝市民相談室9130～15:30(予約制）
”烏の博物館休館

毎人権・行政相談＝市民相談室10:00～15:00
奇水道料金納入期限＝口座振薑日

"市役所閉庁(一部の施設は除く）

”日曜当番医＝テレホンサービス
"休日救急歯科診擬日=休日救急歯科診攪所(市民会館内)9:00~11:30

唾心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00
画市民会館・市民図醤館・烏の博物館休館
画市民体育館・つつじ荘・西部福祉センター休館

壷法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
ずつつじ荘・西部福祉センター休館

唾鈩国民年金保陰料組期限＝口座振替日

獅子市民まつり加伽欧会

夜間書道教室

日程

時間

場所

内容

募集人員

受謁料

8月2日(金)から

屈月第1.3金曜円

(月2回）

午後6時～ 9 時

中央公民館

漢字・仮名の基本から

いずれも先着25名

月額2500円

電話で7月31日(水)まで

古知念(開)2万7小笠原窓(開)伽0

へ中村公(89)3281へ

8月6日(火)ガら

圃週火曜日

(月4回）

月額別00円

平和行進我孫子コース

市民卓球大会
(硬式・ラージボール）

太極拳初心者夏期講習会

太極拳初心者会員

中里寄席


